
管理棟厨房ＩＨ化について

電磁調理システムのメリット・デメリット



メリット
１．火を使用しないため火災、ガス漏れの心配がない。

２．燃焼排熱や排ガス（ＣＯ₂）の発生がなく放射熱が少ない為、快適な厨房環境を
実現。（厚生労働省、文部科学省が推奨する室温２５℃・湿度８０％が容易）

３．月に１～２度程度行っているプロパンガスの交換が不要となる。

４．油煙、排ガスの発生が少ない為、空調換気設備を長持ちさせる。

５．誰もが安全に扱える。





デメリット
１．電力を必要とする。

２．ＩＨ対応の鍋・フライパン等が必要。



ガス消費量を消費電力量に換算する方法

各ガス機器で個別にガスボンベを使用し、ＬＰガスを１㎏使用する場合、同じ調理
条件下におけるＩＨ機器での消費電力量は概算で以下の通り。

コンロ、オーブン ５．２５ｋＷｈ フライヤー ８．５１ｋＷｈ

もしガスコンロとガスフライヤー、ガスオーブンで一つのガスボンベを共有している
場合、以下の式でＬＰガス１㎏に相当する消費電力量Ｑ【ｋＷｈ】を算出できる。

Ｑ＝（５．２５×Ｑｃ×Ｔｃ＋８．５１×Ｑｆ×Ｔｆ＋５．２５×Ｑｏ×Ｔｏ）

÷（Ｑｃ×Ｔｃ＋Ｑｆ×Ｔｆ＋Ｑｏ×Ｔｏ）

Ｑｃ：ガスコンロのガス消費量【ｋＷ】

Ｑｆ：ガスフライヤ―のガス消費量【ｋＷ】

Ｑo：ガスオーブンのガス消費量【ｋＷ】

Ｔｃ：一日当たりのガスコンロ使用時間【分】

Ｔｆ：一日当たりのガスフライヤ―使用時間【分】

Ｔo：一日当たりのガスオーブン使用時間【分】

昭和基地の場合
ガスコンロ ４５．３ｋＷ ガスフライヤー １０．５ｋＷ ガスオーブン２３．３ｋＷ

ガスコンロ一日の平均使用時間 １２０分

ガスフライヤー、一日の平均使用時間 ６０分

ガスオーブン一日の平均使用時間 １２０分

Ｑ＝（５．２５×４５．３×１２０＋８．５１×１０．５×６０＋５．２５×２３．３×１２０）

÷（４５．３×１２０＋１０．５×６０＋２３．３×１２０）

＝５．４８ｋＷｈ

プロパンガス（一本５０㎏）の年間ガス使用量

５４次（越冬３０名）４８本 ５５次（越冬２４名）３６本 ５６次（越冬２６名）４５本

年間、５０本使用するとすると一日当たり（５０×５０）÷３６５＝６．８５ｋｇ

６．８５×５．４８＝約３６ｋＷｈの電力が必要となってくる。




